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Today’s topics

1. 顕在化する影響 
2. 影響予測  
3. 適応策の現状と動向 
4. まとめと課題



https://wired.jp/2021/08/31/wildfires-used-to-be-helpful-how-did-they-get-so-hellish/



Olympic national park



Lenoir et al. 2008

Yun et al. 2011

Spain, at the low Fagus altitudinal limit, Fagus sylvatica is being 
progressively replaced by the holm oak forest (Penuelas et al. 2007). 

Vermont, USA, in the northern hardwood-boreal forest ecotone, 
northern hard-woods have increased in dominance from 70% in 1964 to 
89% in 2004 in the lower half of the ecotone (Beckage et al. 2008).  

Koren Peninsula,  常緑樹が北上(Yun et al. 2011)

+66 m ↑
ヨーロッパでは温度上
昇から高山植生での種
の入れ替わりが進行
(Steinbauer et a l . 2018 
Nature)

約100年間で分布平均標高
が66m上昇

Recent climate change has begun to affect terrestrial ecological systems1. 影響



1. 影響: 顕在化する変化とリスク

北ア 爺ヶ岳付近(2018年6月)

里や山地に生息していた種の侵入

火打山 山頂付近(2016年7月)

高山植生の変化

　高山帯へのシカ侵入 
　↓ 
　高山植生の食害増加

低木類やイネ科草本の繁茂 
↓ 
高山植生が淘汰

南ア三伏峠 食害を受けた高山植生

八甲田山でのオオシラビソの
分布上昇 Nakasizuka et al. (2016)



Olympic national park

1959-2014年で、若齢林
の干害に明瞭な増加はなし

吉藤ら. (2019)

真夏作業の重労働化

1. 影響: 顕在化する変化とリスク(林業)
植栽直後よる枯死の相談
はここ数年で増加傾向



主要構成種での影響検出・予測
は進んでいる

2. 影響予測: 森林生態系 ハイマツ 
Pinus pumila 

ブナ 
Fagus crenata 

シラビソ 
Abies veitchii 

アカガシ 
Quercus acuta 

八甲田山でオオシラビソ
のレフュージ 
 Shimazaki et al. (2016)

環境省推進費S8報告書より

Ohashi et al. (2016)



研究数がまだ限定的で、不明な点が多い. 
　・病虫害, 風倒, 山地災害等で先行.  
　・成長や枯死リスクに関する研究が少ない. 

乾燥ストレス(スギ)の増加に
よる成長への影響

松本ら (2006)Matsuhashi et al. (2020)

病虫害リスク(松枯れ)の予測

2. 影響予測: 林業



3. 適応策の現状と動向: レビュー



3. 適応策の現状と動向: 国別状況

北米: 118報

南米: 12報
アフリカ:2報

ヨーロッパ: 98報

オセアニア: 72報

アジア: 35報



詳細

適応→緩和

Ecosystem-based adaptation: 生態系を活用した適応策による持続的な環境の創出が
炭素固定に正効果(2) 
Ecological resilience: レジリエンスを高めることで炭素の安定的に保持(4) 
Active displacement: 土地利用の中に適応的な農林業を配置促進することで、地域内
の炭素貯留を高める(1)

適応→❌緩和 Carbon stocks: 適応策(e.g. 短伐期, 火入れ)が森林における長期的な炭素保持を妨げる
(3)

緩和→適応
Ecosystem-based adaptation: 炭素蓄積を目的とした新たな植栽が土壌流亡, 都市や
その周辺気候の安定化に寄与(12) 
Ecological resilience: 炭素蓄積を目的とした森林保護や植栽(e.g. REDD+)が
resilienceや生物多様性の向上に寄与することで適応が促進(9)

緩和→❌適応

Carbon projects: 緩和策としてのバイオ燃料のための植栽や森林利用が、適応策を阻
害(ResilienceやFood securityの減少)させる(7) 
Water: 緩和策としてのバイオ燃料のための植栽に必要な水利が水資源を改変(6) 
Ecological resilience: 炭素蓄積の最大化(高成長樹種のmonoculture)が生態系の
Resilienceを低下させる(3)

Locatelli et al. (2015)をもとに加筆

3. 適応策の現状と動向: 適応と緩和

→午後の分科会3へ！



研究者

・科学的な知見/提案 
　　気候変動予測 
　　影響予測: 脆弱性 
　　想定される適応策の提案 

政策決定者

・複雑すぎて分からない(Scott 2005) 
・研究が十分でない(Shoo 2013) 
・画一的な枠組みが不十分(Tengo 2017) 
・実例がない(Btadly 2012) 
・お金・ヒトがない 
・適応策の実現可能性の低さ(Scott 2005) 

・抽象的すぎ(Rannow 2014)

森林・林業固有の問題も 
・防災、健康、農業に比べて優先順位が低い 
・問題が顕在化しにくい 
・時間軸が長い 

Nakao et al. (2013)

3. 影響予測情報を適応策へ; ギャップ



欧米ではガイドラインの作成も積極的

3. 適応策の現状と動向: 各国の動き

USDA Forest Service



https://wired.jp/2021/08/31/wildfires-used-to-be-helpful-how-did-they-get-so-hellish/

3. 適応策の現状と動向: 各国の動き



ブナ影響予測と保護区のGAP解析

温暖化も考慮した保護区見直し
(北海道狩場山周辺) 
→既存4保護林を連結

R1北海道森林管理局保護林管理委員会
資料(森林総研北海道支所 北村氏 提供) 

見直し区域 

Nakao et al. (2013)

3. 適応策の現状と動向: 国内の現状



適応策の現状と動向: 国内の現状



4. まとめと課題

•科学的知見の蓄積, 影響予測技術の向上が引き続き重要. 
•影響検出体制の整備. 特に人工林. 
•適応策に関する基礎的な知見と体制の構築. 
•適応策を組み込んだ影響予測, 評価手法の確立. 
•ステークフォルダとの対話.


